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(54)【発明の名称】 内視鏡の光学繊維束

(57)【要約】
【課題】被覆チューブが螺旋管に挟まれず、しかも螺旋
管が円滑に屈曲して湾曲部や可撓管部の円滑な屈曲動作
の妨げにならない内視鏡の光学繊維束を提供すること。
【解決手段】口金１２に一端が固定された可撓性の被覆
チューブ１３によって光学繊維１１の束が被覆されると
共に、断面形状が薄板状の金属帯材を一定の径で螺旋状
に巻いて形成されて被覆チューブ１３を囲むように配置
された螺旋管１５の一端が口金に固定された内視鏡の光
学繊維束において、螺旋管１５を、隣り合う金属帯材が
隙間なく側縁どうしで当接する密接巻状に形成すると共
に、螺旋管１５の他端側を被覆チューブ１３に対して移
動自在な自由端にした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】多数の光学繊維を束ねて内視鏡の挿入部内
に挿通配置される内視鏡の光学繊維束であって、少なく
とも一方の端部が筒状の口金内に挿入固着され、その口
金に一端が固定された可撓性の被覆チューブによって上
記光学繊維の束が被覆されると共に、断面形状が薄板状
の金属帯材を一定の径で螺旋状に巻いて形成されて上記
被覆チューブを囲むように配置された螺旋管の一端が上
記口金に固定された内視鏡の光学繊維束において、
上記螺旋管を、隣り合う金属帯材が隙間なく側縁どうし
で当接する密接巻状に形成すると共に、上記螺旋管の他
端側を上記被覆チューブに対して移動自在な自由端にし
たことを特徴とする内視鏡の光学繊維束。
【請求項２】上記螺旋管の他端側付近において上記螺旋
管の内面と上記被覆チューブの外面との間に隙間を確保
するためのスペーサが、上記被覆チューブの外面に固着
されている請求項１記載の内視鏡の光学繊維束。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、多数の光学繊維
を束ねて内視鏡の挿入部内に挿通配置される内視鏡の光
学繊維束に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡の光学繊維束は、単に光学繊維を
束ねた状態のままで内視鏡の挿入部内に挿通配置する
と、光学繊維がいろいろな部分に引っ掛かって折れてし
まうので、端部の口金部以外の部分は可撓性の被覆チュ
ーブで被覆してある。
【０００３】しかし、遠隔操作によって小さな曲率半径
で不規則な方向に頻繁に曲げられる湾曲部内において
は、光学繊維束がチューブ類等のような他の内蔵物によ
って押圧されて動きが悪くなり、その結果、内部の光学
繊維が折損してしまう場合が少なくない。
【０００４】そこで、湾曲部内に位置する部分におい
て、光学繊維束を被覆する可撓性の被覆チューブの周囲
を、さらに金属帯材製の螺旋管で囲んで補強したものが
ある。しかし、単純にそのような構成にすると、被覆チ
ューブが螺旋管の隙間に挟まれて破れ、かえってその部
分で光学繊維が折損してしまう場合がある。
【０００５】そこで従来は、そのような現象を防止する
方策として、螺旋管の隣り合う金属帯材の間の隙間に接
着剤を充填して、被覆チューブが挟まれないようにして
いた。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかし、螺旋管の隣り
合う金属帯材の間の隙間に接着剤を充填すると、螺旋管
が本来の柔軟性を失って著しく剛体化してしまうので、
細径の内視鏡等においては湾曲部や可撓管部の円滑な屈
曲動作を妨げてしまう場合がある。
【０００７】そこで本発明は、被覆チューブが螺旋管に
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挟まれず、しかも螺旋管が円滑に屈曲して湾曲部や可撓
管部の円滑な屈曲動作の妨げにならない内視鏡の光学繊
維束を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡の光学繊維束は、多数の光学繊維を
束ねて内視鏡の挿入部内に挿通配置される内視鏡の光学
繊維束であって、少なくとも一方の端部が筒状の口金内
に挿入固着され、その口金に一端が固定された可撓性の
被覆チューブによって光学繊維の束が被覆されると共
に、断面形状が薄板状の金属帯材を一定の径で螺旋状に
巻いて形成されて被覆チューブを囲むように配置された
螺旋管の一端が口金に固定された内視鏡の光学繊維束に
おいて、螺旋管を、隣り合う金属帯材が隙間なく側縁ど
うしで当接する密接巻状に形成すると共に、螺旋管の他
端側を被覆チューブに対して移動自在な自由端にしたも
のである。
【０００９】なお、螺旋管の他端側付近において螺旋管
の内面と被覆チューブの外面との間に隙間を確保するた
めのスペーサが、被覆チューブの外面に固着されていて
もよい。
【００１０】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図２は内視鏡を略示しており、操作部１に連
結された挿入部可撓管２の先端に連結された湾曲部３
は、操作部１に配置された操作ノブ４を回転操作するこ
とによって、任意の方向に任意の角度だけ屈曲させるこ
とができる。
【００１１】湾曲部３の先端には、図示されていない対
物光学系等が内蔵された先端部本体５が連結されてお
り、湾曲部３と挿入部可撓管２の内部に挿通配置された
像伝達用光学繊維束１０と照明用光学繊維束２０の先端
部分が先端部本体５に固定されている。
【００１２】図１は、像伝達用光学繊維束１０の先端側
寄りの部分を示しており、一束にされた多数の光学繊維
１１の先端部が金属製のパイプ状の口金１２内に挿入さ
れ、接着剤によりそこに固着されて、先端面は研磨され
ている。口金１２は、先端部本体５に後方から差し込ま
れて固定されている。
【００１３】１３は、光学繊維１１を全長にわたって被
覆する例えばシリコンゴムチューブ等からなる可撓性の
被覆チューブであり、その先端部分は口金１２の後端近
傍に緊縛等の手段により固定されている。
【００１４】湾曲部３内に位置する部分においては、被
覆チューブ１３の周囲が螺旋管１５によって囲まれてい
る。螺旋管１５は、断面形状が薄板状の例えばステンレ
ス鋼製金属帯材を全長にわたって一定の径で螺旋状に巻
いて形成されており、隣り合う帯材どうしが隙間なく側
縁どうしで当接する密接巻状に巻いて形成されている。
【００１５】螺旋管１５は、被覆チューブ１３の周囲を
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緩く囲むように、被覆チューブ１３の外面との間に少し
隙間があく内径寸法に形成されており、螺旋管１５の先
端部分は口金１２の後端近傍に緊縛又はレーザ溶接等の
手段により固定されている。
【００１６】自由端である螺旋管１５の後端部分は、湾
曲部３から挿入部可撓管２側に少し入った位置にあり、
その部分には、被覆チューブ１３の外周面に短い可撓性
のスペーサチューブ１７が接着されていて、螺旋管１５
の内面と被覆チューブ１３の外面との間に隙間を確保し
ている。
【００１７】また、螺旋管１５の内面と被覆チューブ１
３の外面との間の隙間には、二硫化モリブデン粉等のよ
うな潤滑剤が塗布されており、被覆チューブ１３と螺旋
管１５との軸線方向の相対的移動は、両部材が口金１２
に固定されている先端部分を除いて妨げられないように
なっている。
【００１８】このような構成により、内視鏡が使用され
て湾曲部３が繰り返し屈曲されても、被覆チューブ１３
が螺旋管１５によって囲まれているので、像伝達用光学
繊維束１０が他の内蔵物によって押圧されない。
【００１９】そして、螺旋管１５の隣り合う帯材どうし
の間に隙間がないので被覆チューブ１３が挟まれる現象
が発生せず、その隣り合う帯材どうしは接合されておら
ず、螺旋管１５の後端部分は自由端なので、螺旋管１５
は曲げられればカーブの外側になる部分が軸線方向に自
由に伸びて円滑に屈曲し、湾曲部３や挿入部可撓管２の
円滑な屈曲動作を妨げない。 *
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*【００２０】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば本発明を照明用光学繊維束２０に適
用してもよい。
【００２１】
【発明の効果】本発明によれば、断面形状が薄板状の金
属帯材を一定の径で螺旋状に巻いて形成されて被覆チュ
ーブの一部を囲むように配置された螺旋管を、隣り合う
金属帯材が隙間なく側縁どうしで当接する密接巻状に形
成して、口金に固定されていない方の端部を被覆チュー
ブに対して移動自在な自由端にしたことにより、被覆チ
ューブが螺旋管に挟まれることに起因する光学繊維の折
損が防止され、しかも螺旋管が円滑に屈曲して湾曲部や
可撓管部の円滑な屈曲動作の妨げにならない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の内視鏡の光学繊維束の先端部
分の側面半断面図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡の外観略示図である。
【符号の説明】
３  湾曲部
１０  像伝達用光学繊維束
１１  光学繊維
１２  口金
１３  被覆チューブ
１５  螺旋管
１７  スペーサチューブ
２０  照明用光学繊維束

【図１】
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要解决的问题：提供一种内窥镜的光纤束，其中盖管没有被螺旋管捕
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